
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２７２７

基盤研究(B)

2013～2010

被災家族の家族システムの再構築とシームレスな家族再構築支援プログラムの検討

Discussion on rebuilding of family system for disaster-affected families and seamles
s support program for the families

１０３２０７９８研究者番号：

久保　恭子（木村恭子）（KUBO, KYOKO）

横浜創英大学・看護学部・教授

研究期間：

２２３９０４１４

平成 年 月 日現在２６   ８   ７

円     7,600,000 、（間接経費） 円     2,280,000

研究成果の概要（和文）：中越地震、東日本大震災後の子育て家族の有様を調査した。この結果、災害当初は祖母（母
親の実母）が子育て家族をサポートしていること、災害後に夫婦関係が悪化したケースでは、母子のメンタルヘルスが
不安定であり、孤立していることがわかった。シームレスな支援として、災害当初はヨガ等の心身をリラックスする支
援、仮設住宅入所時は経済的な支援や医療、保育等の情報の提示、仮設住宅での生活後は子育て相談、子育て支援など
を多職種がチームを組み、支援することが効果的であった。また、閉鎖的な地域で生活する家族は、行政等の支援者も
親族であることも多く、インターネットや電話相談などの第３者の支援が必要であると示唆された。

研究成果の概要（英文）：Purpose:To clarify how disaster-affected families raising children have been rebui
lding the family system since the Niigata and the Great East Japan Earthquake. Result:1)Grandmother suppor
t disaster-affected family for a long time.2) Worsened relationship between husband and wife was connected
 with unstable mental health of mother and child.3)Problems faced by victims has changed along with the re
covery process.Consideration:Our support programs
1)Physically and mentally relaxing programs such as yoga  prepared immediately after the disasters; financ
ial aid and information about medical service and the like provided when they moved in the temporary housi
ng; and parenting counseling and child-rearing support offered since the life in the temporary housing has
 started.  2)Use of the Internet and counseling by phone because the supporting staff members of the local
 administration may be the relatives of the disaster-affected families in the closed local areas. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、大規模災害が多数発生しており、

年々その数は増加傾向である。日本において
も阪神・淡路大震災以後、毎年、地震や水害、
噴火災害等が報告され、私たち看護職者は誰
もが災害時の看護支援に関わる可能性が高
いことがわかる。災害看護に関する国内外の
報告を見ると、災害看護構築に向けて事例検
討、実践報告、調査報告など様々なジャンル
の研究が積み重ねられている。著者らの研究
からも、今後の災害看護の課題として、① 
Seamless（シームレス）な看護の必要性、② 
対象者を個人から家族単位としてとらえ支
援することが重要であることがわかってい
る。そして、この 2点を実施することにより、
被災者の QOL 向上につながることが示唆さ
れている。被災体験のある家族は、被災後の
生活再建をめぐり、環境や役割、社会的・心
理的な状況の変化を伴う家族システムの変
化を経験することとなり、この時期は健康危
機が生じやすく、家庭の安定と健全な家族の
再構築への支援が我々、看護職に求められる。 

 
２．研究の目的     
 被災体験をもつ家族の複合的でダイナミ
ックな家族システムの変化を明らかにし、健
全な家族の再構築を支援する具体的で実践
可能なケアを提示することである。 
 
３．研究の方法 
 質問紙調査。インタビュー調査。アクショ
ンリサーチ。 
 
４．研究成果 
１）新潟中越地震災害が夫婦関係やストレス、
子どものメンタルヘルスに与える影響と看
護の明確化を質問紙調査によって明らかに
した。調査対象者の多くは災害後も良好な夫
婦関係を継続していた。しかし、多数ではな
いものの、災害後、配偶者と夫婦関係が悪く
なった者のほうが有意に不安、抑うつ得点が
高く、母親は「災害後、夫が頼りにならない」
と感じていた。また、夫婦関係が悪化したケ
ースの子どもは、その後に発生した災害時に
必要以上におびえていた。さらに、重回帰分
析から、母親のストレスに最も関連している
ものとして「世間からの孤立感」があった。
今後の看護として、夫婦間関係の調整を含め
た支援の在り方を検討しつつ、母親の孤立を
防止するような対策が必要であり、インター
ネット相談などの活用も検討が求められる。 
 
2）東日本大震災後、放射線災害を逃れるた
めに福島県から県外に避難した子育て家族
の生活再建のプロセスをインタビュー調査
で明らかにした。結果、生活再建のプロセス
を支えた人は母親の母（母方祖母）であり、
生活再建を決定した要因は仕事の確保であ
った。生活再建へのプロセスでは、常に放射
線への恐怖、偏見、差別に悩まされ、過酷な

状況が続いていた。そのような中でも、その
家族ならではの家族アイデンティティを確
立し、「うちの家族はこのような生活を選択
してよかったのだ」という気持ちに変化して
いった。今後の支援として、看護のみならず、
多職種が連携し、仕事の確保に努めるととも
に、核家族のみならず、祖父母等を含めた家
族支援が必要である。 
 
3）東日本大震災での被災者支援として、ア
クションリサーチを行った。子育て期の被災
家族に対するシームレスな支援の検討しつ
つ、以下のような内容を実施した。行政、Ｎ
ＰＯ法人などの多職種連携をしながら、ヨガ
講 座 、 Nobody's Perfect 、 Common Sense 
Parenting、おしゃべり広場、電話やメイル
での子育て相談等を組み合わせた。震災直後
から避難所での生活の時期はヨガを中心と
した心身のリラックスを提供、仮設住宅での
生活がスタートした頃はＮＰやＣＳＰなど
の実際の育児支援とともに、電話やメイルで
の子育て相談を行い、慣れない土地での育児
支援に心掛けた。この時期は、その土地の行
政、ＮＰＯ法人などの多職種が連携したこと
で、対象者が必要としているサービスをタイ
ムリーに提供できた。 
 
4）発達障がい者(児)と災害時の対応に関する
検討した。3）の支援の中で、発達障がい児
を持つ家族の支援のむずかしさを痛感し、文
献検討を行った。結果、災害時の福祉対策や
災害時要援護者対策、発達がい害者に対する
対策は始まったばかりで、これまでの災害か
ら得た様々な知見を十分に活かした対策を
立てていくことが急務であること、災害が生
じたときの対策のみならず、普段から地域の
中で発達障がいについて理解を深めておく
必要があることがわかった。 
 
5）東日本大震災後、被災者、救援者のここ
ろのケアに関するアクションリサーチとイ
ンタビュー調査を行った。日本赤十字社のこ
ころのケア活動を展開する上で、初動体制の
確立と経過、日赤としてはほぼ初めての試み
となった仮設住宅に転居した住民を対象と
した中長期支援の課題と効果、日赤の教育
訓練プログラムの実際と効果、教育訓練の
在り方、意見や要望について継続して現在
も調査を行っている。 
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